
 
 

 
2022 年 6 ⽉２４⽇ 

 

「脱炭素先⾏地域」※に選定された沖永良部島の知名町と和泊町において 
観光客と地域住⺠向けに超⼩型 BEV(電気⾃動⾞) 「C⁺pod」を活⽤した 

公⽤⾞のシェアリング事業を開始 
 

知名町(町⻑︓今井⼒夫)、和泊町(町⻑︓前登志朗)と⿅児島トヨタ⾃動⾞株式会社(社⻑︓市坪⽂
夫)は、超⼩型 BEV「C⁺pod」（シーポッド）を活⽤した公⽤⾞のシェアリング事業を開始します。 
BEV(電気⾃動⾞)の利⽤による環境負荷の軽減と、離島にもマッチした⼩型 BEV の普及促進を図ると共
に、公⽤⾞の管理経費削減と効率的な活⽤による新たなサービスを構築していきます。 
※環境省の脱炭素先⾏地域募集（第１回）で全国から２６⾃治体が選定。⿅児島県で唯⼀、知名町と和泊町が選定されました。 

 
１、 C⁺pod 発着拠点 

実施場所︓和泊町役場駐⾞場 2 台  
        知名町役場駐⾞場 1 台 
        フローラルホテル駐⾞場 1 台 
 

２、 スケジュール 
公⽤⾞としての利⽤開始⽇   ︓2022 年 6 ⽉ 24 ⽇(⾦) 
シェアリングカーとしての開始⽇  ︓2022 年 7 ⽉中にサービス開始予定 
＊6 ⽉ 24 ⽇(⾦)16︓00 からエラブココ(おきのえらぶ島観光協会)で出発式を⾏います。 
 

３、 取り組み内容 
本事業は、トヨタ⾃動⾞の会員制カーシェアリングサービス「TOYOTA SHARE」を活⽤し、同サービスで
導入される C⁺pod を平⽇は町が公⽤⾞として利⽤し、休⽇はシェアリングカーとして⼀般会員が利⽤す
るという、公⽤⾞とシェアリングカーの併⽤モデルに取り組むものです。公⽤⾞とシェアリングカーの併⽤は⿅
児島県で初めての取り組みになります。 
 

４、 取り組みの背景 
沖永良部島スマートシティ事業の⼀環として、観光客と住⺠が共存する低炭素モビリティの活⽤と豊かで
魅⼒ある地域づくりへの貢献を目的に、⿅児島銀⾏(頭取︓松⼭澄寛)が、企業版ふるさと納税による
寄付を⾏いました。具体的な計画を進めていく中で、公⽤⾞への BEV 導入の検討と併せて、観光客や
島内外からのお客様に島内を⾃由に移動できる交通手段の確保についても、脱炭素を視野に検討しま
した。その結果、超⼩型 BEV を平⽇は公⽤⾞、休⽇はカーシェア利⽤するというオペレーションがベストだ
という結論に⾄り、⿅児島トヨタがその事業運営を受託いたしました。 

 

知名町 
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５、 本事業の狙い 
① 島⺠へのクリーンエネルギーの PR 及び普及促進 

脱炭素を⺠間レベルで考えるきっかけづくりのために、身近な移動手段の１つとして BEV(電気⾃動
⾞)の活⽤を提案します。BEV を公⽤⾞として採⽤し、かつ休⽇に⼀般にシェアカーとして利⽤してい
ただくことでその良さを多くの島⺠および来島者に体感いただき、カーボンニュートラルの観点から BEV
の普及を促進したいと考えています。 

② カーボンニュートラルの実現 
BEV(電気⾃動⾞)である C⁺pod は⾛⾏中に CO2 を排出しません。また、再生可能エネルギー由
来の電⼒で充電することで、よりクリーンなモビリティを提供することができます。「脱炭素先⾏地域」に
選定された知名町・和泊町と共に⿅児島トヨタもカーボンニュートラルの実現を目指します。 

③ 外部給電機能を活⽤した緊急時の電源提供 
⾞内に設置されたアクセサリーコンセントから、バッテリーに蓄えた電⼒を「⾛る」以外にも使⽤可能で
す。外部給電システム(ヴィークルパワーコネクター付)を活⽤することでいざという時の備えとして役⽴
ちます。 

 
 
 <参考︓C⁺pod について> 
    
 
 
 
 
   
 
  
   【⾞両概要】 
   最⾼時速︓60Km/h 
   ⼀充電⾛⾏距離︓150km（国⼟交通省審査値） 
   充電時間︓ 200V/16A 約 5 時間   100V/6A 約 16 時間 
   その他︓⾞内に設置されたアクセサリーコンセントから、バッテリーに蓄えた電⼒を「⾛る」以外にも使⽤可

能です。外部給電システム(ヴィークルパワーコネクター付)を活⽤することでいざという時の備えと
して役⽴ちます。合計 1500W まで対応するので、消費電⼒の大きな電気製品も利⽤可能
です。 

 
 
報道関係の方からのお問い合わせ先 
  ・知名町役場 企画振興課      TEL:0997-84-3162  E-mail: china08@town.china.lg.jp 
  ・和泊町役場 企画課         TEL:0997-84-3512  E-mail: kikaku@town.wadomari.lg.jp  

・⿅児島トヨタ⾃動⾞株式会社 
未来事業研究企画室 當⼭ 義英 TEL:099-223-6170 E-mail: y-touyama@k-toyota.co.jp 



  

  

 
 


